




































被験者 は内モ ンゴル の大学で 日本語 を専攻す るモン ゴル語母語話 者(以後、MS:
MongohanSpeaker,)133名、中国語母語言諸(以 後 、CS:ChineseSpeaker)227名で
あ る。実験は2014年3月 末に行 った。2学 期 になったばか りであ り、すべての学習
者の学習時間は150時間 ほどで、初級 レベル と認 め られ る。
3.2刺激語の作成
本研究での聴取実験の刺激語は全て無意味語を設定し、先行母音及び後続 母音に広
母音の/a/を選定 した。音声資料は男性1名(東 京方言話者)3に音声実験室で発音 し
てもらった。録 音に際 しては音声実験室で行い、発話 した音声を(サ ンプ リング周波
数48kHz、量子化16bit)で収録 した。
音声資料の作成にあたっては、アクセン ト核 と単語内の促音位置を表1に 示す よう
に設定した。促音の閉鎖持続時間、または摩擦音の持続時間:(以後:持続時間と省略
する)を240msec-60msecまで20msecずつ減少 させ、各系列10段階の音声を作っ
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を見る と、 「あっかたい 回」 と 「あかったい 回」 とも持続時間140msecから促音 があ
ると判断する確率が急に高くなってお り、促音の位置による差異が見 られない。図1
の(B)を み ても、(A)の結果 と同 じく、 「あっかたい 国」 と 「あかったい 回」 とも持
続時間120msecから促音があると判断する確率が急に高くなってお り、促音の位置に
よる明らかな差異が見 られない。
















ある 「あぱ っさい 回」 と 「あぱっ さい 回」は、持続時間220msec以上 になって も促音
がないと判断している傾向が見られる。劉(2013)でも述べたが、モンゴル語には日
本語の促音に類似 した音声特徴≒連続の破裂音を発する際の喉頭の緊張度がある。
/abobal/[appdl】4(物を取 る とい う意 味)の よ うに第一音節だ けでな く、/omogtoi/
医megthe](女性 とい う意味)のように第二音節以下にも表れる。それが 日本語の促音
の習得にプラス影響を与えていると考えられ る。 しかし、後続 子音が摩擦音になる場
合には、喉頭の緊張度が弱まること、またモンゴル語の音節構造では目本語のように
拍 リズムを持たないことから、「あぱっさい回」と 「あぱっさい國」では持続 時間が
220msec以上になっても促音がないと判断 して しま うと考えられる。
4.1.2CSの結果





は じめるが、第一にあるとういう判断はなくならず、最後の240msecまで続 く。 し
かも、促音がないとい う判断も20%を超える。
(B)の「あっかたい 回」は最初から促音があるとい う判断は40%を超えてお り、
かつ促音の位置も第一音節になる。「あかったい國」の結果は 「あかったい回」と類似
してお り、持続時間160msecから促音があるとい う判断が急に増加するが、促音の
位 置が定ま らず、最後の240msecまで続 く。(C)と(D)の 場 合、 「あっぱ さい 回」
と 「あぱっ さい 回」の結果、そ して 「あっぱ さい 國」 と 「あぱっ さい 國」の結果 は(A)
と(B)の 結果 と類似 しているが、 「あぱっ さい 回」 と 「あぱっ さい 國」にお ける促 音
があるという判断確率は最後の240ms㏄でも50%に達 しないとい う結果が得 られた。
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(A)あっかたい (B)あか った い
(C)あ っぱさい(D)あ ぱっさい
図3ア クセン ト核の有無による促音判断率の差
図3はMSに お けるア クセ ン ト核 の有無 による促音知覚 の結果 を示す。
図3か ら分 かるよ うに、MS学 習者 では、図3-(D)の「あぱ っさい」以外、促音の
知覚率5の差 が0よ り小 さい ことが全般的な傾 向 として観 察 され る。これは、アクセ ン
ト核 がある系列のほ うが、アクセ ン ト核 がな しの系列 よ り促音 の知覚率が高い ことを
示 してお り、促 音の知覚 にはア クセ ン ト核 があるほ うが有利 になる とい える。しか し、
図3-(D)の「あぱっさい」の場 合、持続時間120msec-200ms㏄の間では促 音の知
覚 率の差が0よ り小 さか ったが、80msec-100msecと220msec-240msecでは促音
の知覚率 の差が0よ り大 きくな る結果 が得 られた。 これ は、モンゴル語のス トレスア
クセ ン トと関係 がある と思 われ る。納 ・官其格芳茱(2007)では、モ ンゴル 語にはス





















して観察される。っま り、アクセン ト核があるほうが、アクセン ト核がなしより促音
の知覚率が高いことを示 してお り、促音の知覚にはアクセント核があるほ うが有利に





















促音の位置 実際の刺激 MS CS
第一音節の誤聴
「あっかたい 6」 2.1% 0.4%
「あっかたい 1」 0.3% 0.7%
「あっぱ さい 0」 0.6% 0.4%
「あっぱ さい 1」 0.0% 0.0%
平均 七 0.8% 0.4%
第二音節の誤聴
「あかったい 6」 0.0% 18.5%
「あかったい 2」 0.3% 16.7%
「あぱっ さい 0」 1.2% 12.2%
「あぱっ さい 2」 2.1% 5.6%
平均 0.9% 1a2%
被験者が促音の知覚の判断において、促音があると判断してもその正確な位置を認
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伊
簿 0 0 0 0 0 0 0
120






望詩 0 0 0 0 1 2 0
良証軋
160 0 0 0 0 0 0 0 0
180 0 0 0 0 0 0 0 0
200 0 0 0 0 0 0 2 0
220 0 0 0 0 0 0 0 0
240 0 0 2 0 0 0 0 0
合計 7 1 2 0 0 1 4 7
注:編みかけついている部分は誤りがあったところ
第二音節 の誤聴ではMS・CSは それぞれ平均0.9%、13.2%で、CSの 誤聴 はMS

























































60 0 0 0 0 1 0 0 2
80 0 0 0 0 2 0 0 0
100 0 0 0 0 1 0 2
120 0 0 0 0 0
属 此 躰 帖覧 苧 怖 此
0
浄漕 此 学 「 此{甘 や 此
140 0 0 1 0 0 0驚 撚 誕簸琴
　漁 鈷
1鋳
160 0 2 0 0
嚇 ・蝋嚇 謬
㌦誤 轟 ㌍-撒;隔鴨 、中 ÷A 懸 毒事
〉 0
180 0 0 0 0 ≧
く
v,∬ 鼎郡 タ 停
講灘 鰻鰍講 削 嚢 轟:v





220 0 0 0 0 灘嚢懸灘灘 灘 嚢難
霞
蝿:‡ 1
240 1 0 0 0 難 難, 蝋 轟螺 漁li羅i…鱗 嫌il
ウ韓;:苧:




詳細にみると 「あかったい回」ははじめか ら最後まで誤聴を引き起 こしているが、特
に持続時間120msecから誤聴の数が増える。「あかったい國」と 「あぱっさい 回」で
は誤聴 がは じめはなかったが、持続時間が120msecから誤聴 の数 も増 え る。一方 、「あ




























合 と比べ比較的遅い段階で促音があると判断す るだけではなく、持続時間長 くなるに
もかかわらず、非促音だ と判断したり、第一音節に促音があると判断 した りしてしま
う。っま り、促音の知覚が完全に崩れて しまい、促音の知覚が難 しくなることが分か
った。
5.2アクセン ト核が促音の知覚に与える影響
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附記:本論文は、 日本語教育学会 ・2014年度春季大会に口頭発表 した内容に修正 ・
加筆 したものである。本研究を行 うにあたり、各調査にご協力 くださった内モンゴル
師範大学の先生および学生達に心より感謝いたします。また、西郡仁朗先生をはじめ
ゼ ミの皆様、査読の先生方にも心より感謝いたします。
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